
■プロフィール
1978年　島根県生まれ
2001年　大阪市立大学卒業
2003年　京都府立大学大学院修了
2005年　HTAデザイン事務所
2010年　中山建築設計事務所設立

■建物データ
設　　計：中山建築設計事務所
施　　工：杢工舎
所 在 地：奈良県生駒郡
用　　途：住宅
竣　　工：2012年3月
構造規模：木造2階建
敷地面積：279.66㎡
建築面積：67.24㎡
延床面積：121.68㎡
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斑鳩の家　中山建築設計事務所　中山大介

　初めて敷地を訪れた時、隣で畑仕事をしている老夫婦の素朴な
佇まいをみて、人の生活と風景が自然に馴染んでいることを感じる
ことができ、その時間の流れを壊さぬよう素直な建築を成り立たせる
こと、生活に寄り添う住宅であることが重要だと思った。日差しを遮
ること、風雨を凌ぐこと、寒暑を和らげるといった建築の本質的な役
割をしっかり作りあげることを優先し、そしてこの里の風景を受け継
いでいけるような家を想像しながら設計を進めた。
　敷地の東側に7.8m角の正方形平面の躯体を方位に合わせて
配置し、軒の出が深い方形屋根を架け、過不足のないよう断面寸
法、屋根勾配を調整し、据わりの良い姿勢を心がけた。正方形平面
の中心に階段を配置し、居間や客間などを南側へ、家事動線を北
側へ廻した。居間の南側開口部は戸外との一体感が得られるよう
引き込み戸とし、雨戸、網戸、ガラス戸、障子を仕込んでいる。2階は
ざっくりとおおらかなプランになっており、寝室、便所以外は建具を
設けず常に隣の部屋との関係を保ちながら回遊できる。また窓から
軒裏が見える位置まで軒高を抑えることにより、大きな屋根に守ら
れて生活していることを感じることができる。
　瓦屋根、しっくい壁など既にこの土地に馴染みのある材料を選択
することで歴史ある風景の中でこの家がこの地に馴染んでいくこと
を期待した。またスケールやプロポーションに配慮しながら、住まい
手だけでなく誰もが自然だと思える建築のあり方を模索した。

第59回大阪建築コンクール渡辺節賞受賞作品



3 2014.09  建築人

松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

今
秋
十
一
月
か
ら
、
石
川
県
金
沢
市
で
、﹁
谷

口
吉
郎
・
谷
口
吉
生
展
︱
金
沢
が
育
ん
だ
二
人
の

建
築
家
﹂
と
題
さ
れ
た
建
築
展
が
始
ま
る
。
会
場
と

な
る
の
は
金
沢
市
民
芸
術
村︵
設
計
・
水
野
一
郎
︶、

紡
績
工
場
の
赤
煉
瓦
の
建
築
群
を
保
存
再
生
し
、

市
民
が
二
十
四
時
間
自
由
に
使
え
る
美
術
や
舞
台
、

音
楽
の
練
習
と
発
表
の
場
と
し
て
、
一
九
九
六
年

に
開
館
し
た
市
民
に
は
馴
染
み
の
場
所
だ
。で
も
、

な
ぜ
美
術
館
で
は
な
く
、
あ
え
て
学
芸
員
の
い
な

い
貸
し
ス
ペ
ー
ス
に
、
持
ち
込
む
よ
う
な
形
で
、

建
築
展
を
開
こ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を

強
く
望
ん
だ
の
は
、
当
事
者
の
一
人
、
谷
口
吉
生

︵
一
九
三
七
年
～
︶
自
身
に
他
な
ら
な
い
。
そ
こ

に
は
、
建
築
展
を
よ
り
市
民
に
開
か
れ
た
場
所
で

催
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
建
築
文
化
へ
の
関
心
を
少

し
で
も
高
め
た
い
、
と
す
る
意
志
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。
し
か
も
金
沢
は
、父
・
谷
口
吉
郎
︵
一
九
〇

四
～
七
九
年
︶
が
九
谷
焼
の
窯
元
に
生
ま
れ
育
っ

た
生
地
で
あ
り
、
彼
自
身
も
戦
時
中
に
疎
開
し
て

幼
少
時
代
を
過
ご
し
た
縁
の
あ
る
町
だ
っ
た
。
昨

年
、
香
川
県
で
開
催
さ
れ
た
丹
下
健
三
展
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
同
席
し
た
こ
と
が
縁
で
、
筆
者
も
こ

の
企
画
の
末
席
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
打
合
せ
を
か
ね
て
、
八
月
初
旬
に
金
沢
を

訪
れ
、
谷
口
吉
生
と
谷
口
吉
郎
の
建
築
群
を
駆
け

足
で
巡
り
歩
い
た
。
中
で
も
印
象
に
残
っ
た
の
が
、

今
回
紹
介
す
る
一
九
七
八
年
に
竣
工
し
た
金
沢
市

立
図
書
館
で
あ
る
。
こ
の
建
物
は
、
旧
専
売
公
社

の
た
ば
こ
工
場
で
あ
っ
た
赤
煉
瓦
の
建
物
を
保
存

改
修
し
た
古
文
書
館
と
、
併
設
し
て
新
築
さ
れ
た

図
書
館
の
本
館
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
谷
口
吉

郎
が
設
計
の
総
合
監
修
を
務
め
、
本
館
を
谷
口
吉

生
が
担
当
し
た
。
晩
年
に
明
治
村
の
設
立
に
も
精

力
を
注
い
だ
谷
口
吉
郎
は
、
自
ら
の
原
風
景
で
も

あ
っ
た
明
治
の
様
式
建
築
を
後
世
に
残
そ
う
と
、

赤
煉
瓦
の
遺
構
と
取
り
組
ん
だ
に
違
い
な
い
。
外

観
は
で
き
る
だ
け
原
形
を
残
し
つ
つ
、
外
壁
や
窓

枠
な
ど
の
詳
細
な
部
分
に
は
入
念
な
修
復
と
復
元

を
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
木
造
と
鉄
骨
造
の
元
の
構

造
体
は
取
り
除
き
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
を

新
設
し
て
壁
体
を
支
持
す
る
方
法
が
取
ら
れ
た
。

こ
の
古
文
書
館
は
、
金
沢
に
お
け
る
様
式
建
築
の

保
存
活
用
の
先
駆
と
も
な
っ
た
と
い
う
。
一
方
、

谷
口
吉
生
は
、
重
厚
な
煉
瓦
建
築
と
は
対
照
的

に
、
耐
候
性
鋼
板
を
用
い
た
平
滑
な
外
壁
と
大
き

く
開
い
た
ガ
ラ
ス
面
で
構
成
さ
れ
た
透
明
感
の
あ

る
現
代
建
築
を
対
置
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
図
書
館

の
管
理
部
門
や
研
究
部
門
を
開
架
の
閲
覧
ス
ペ
ー

ス
か
ら
分
離
し
て
切
り
離
し
、
そ
の
間
に
中
庭
を

配
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、﹁
従
来
の
管
理
さ
れ

教
育
的
で
重
苦
し
い
図
書
館
の
雰
囲
気
を
取
り

去
り
、
よ
り
日
常
的
で
身
近
な
図
書
館
﹂︵﹃JA

』

一
九
九
六
年
一
月
︶
を
目
指
し
た
と
い
う
。
訪
れ

る
と
、
風
格
の
あ
る
赤
煉
瓦
の
古
文
書
館
は
、
変

わ
ら
な
い
凛
と
し
た
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
て
い

た
。
ま
た
、
図
書
館
の
本
館
も
、
耐
候
性
鋼
板
と

大
き
な
ガ
ラ
ス
の
開
口
部
か
ら
な
る
シ
ャ
ー
プ
な

外
観
は
健
在
で
、
年
を
重
ね
て
風
合
い
を
増
し
た

分
、
ど
こ
か
迫
力
を
増
し
た
よ
う
に
も
感
じ
た
。

中
に
入
る
と
、
設
計
で
意
図
さ
れ
た
と
お
り
、
思

い
思
い
の
場
所
で
、
本
に
親
し
み
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
時
間
を
過
ご
す
人
々
の
姿
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　

こ
う
し
て
、
こ
の
古
文
書
館
と
図
書
館
の
本
館

か
ら
な
る
一
対
の
建
物
で
は
、
図
ら
ず
も
、
親
子

に
よ
る
建
築
デ
ザ
イ
ン
の
競
演
が
実
現
す
る
。
し

か
し
、竣
工
後
に
記
さ
れ
た
谷
口
吉
生
の
文
章
は
、

次
の
よ
う
に
締
め
く
く
ら
れ
て
い
た
。

　
﹁
私
事
に
な
る
が
、
こ
の
新
図
書
館
の
開
館
を

前
に
し
て
去
る
二
月
二
日
、私
は
父
を
亡
く
し
た
。

こ
の
計
画
の
総
合
監
修
と
古
文
書
館
の
意
匠
を
担

当
し
た
父
が
金
沢
の
現
場
を
訪
れ
た
の
は
昨
年
の

一
〇
月
末
が
最
後
で
あ
っ
た
。父
は
晩
年
に
は﹁
明

治
村
﹂
に
お
け
る
よ
う
な
歴
史
的
建
築
の
保
存

と
、﹁
迎
賓
館
和
風
別
館
﹂
や
そ
の
他
の
作
品
に

お
け
る
よ
う
な
独
自
の
建
築
意
匠
の
完
成
に
執
心

し
た
。
こ
の
図
書
館
の
古
文
書
館
は
図
ら
ず
も
そ

の
﹁
古
い
洋
風
建
築
へ
の
憧
憬
﹂
と
﹁
新
し
い
和

風
建
築
へ
の
試
み
﹂
の
両
方
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

長
い
間
身
近
に
あ
っ
た
父
の
建
築
に
対
す
る
愛

着
、
混
濁
す
る
意
識
の
中
で
な
お
も
、
や
り
か
け

の
仕
事
の
図
面
と
模
型
写
真
を
病
院
に
も
っ
て
く

る
よ
う
指
示
す
る
父
の
建
築
に
対
す
る
執
着
。
そ

ん
な
建
築
に
対
す
る
情
熱
が
わ
か
り
は
じ
め
た
私

に
と
っ
て
、
こ
の
図
書
館
の
仕
事
が
、
父
と
私
の

最
初
で
最
後
の
共
同
作
業
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
は
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
る
。﹂︵
谷
口
吉
生
﹁
設

計
ノ
ー
ト
﹂﹃
新
建
築
』
一
九
七
九
年
七
月
号
︶

　

こ
う
記
し
た
谷
口
吉
生
は
、
こ
の
仕
事
と
併
行

す
る
形
で
、
同
じ
時
期
に
、
自
ら
の
実
質
的
な
デ

ビ
ュ
ー
作
と
な
る
資
生
堂
ア
ー
ト
ハ
ウ
ス
を
竣
工

さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
父
亡
き
後
、
そ
の
仕
事

を
受
け
継
ぎ
、そ
れ
を
発
展
さ
せ
る
か
の
よ
う
に
、

土
門
拳
記
念
館
︵
一
九
八
三
年
︶、
丸
亀
市
猪
熊

弦
一
郎
現
代
美
術
館
︵
一
九
九
一
年
︶、
豊
田
市

美
術
館
︵
一
九
九
五
年
︶
な
ど
、
現
代
的
な
素
材

や
構
法
を
用
い
て
、
洗
練
さ
れ
た
透
明
感
あ
ふ
れ

る
建
築
を
次
々
に
生
み
出
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、

そ
の
仕
事
は
世
界
へ
も
広
が
り
、
二
〇
〇
四
年

に
は
、
指
名
コ
ン
ペ
で
一
等
を
獲
得
し
た
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
へ
と
結
実
す
る
。

　

時
代
は
め
ぐ
る
。
時
を
経
た
二
〇
一
一
年
、
谷

口
吉
生
は
、
金
沢
で
、
父
と
も
交
友
の
あ
っ
た
金

沢
出
身
の
哲
学
者
を
記
念
す
る
鈴
木
大
拙
館
を
完

成
さ
せ
る
。
こ
の
時
、
偶
然
に
も
、
金
沢
市
立
図

書
館
で
共
同
し
た
父
と
同
じ
歳
を
迎
え
て
い
た
。

お
そ
ら
く
、
こ
の
仕
事
は
、
金
沢
の
歴
史
や
風
土
、

建
築
を
め
ぐ
っ
て
、
父
と
改
め
て
対
話
す
る
機
会

に
も
な
っ
た
の
だ
と
思
う
。
父
か
ら
子
へ
と
手
渡

さ
れ
て
き
た
建
築
の
営
み
は
、
こ
う
し
て
、
確
か

な
形
で
再
び
金
沢
の
地
に
根
づ
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
起
点
と
な
っ
た
金
沢
市
立
図
書
館
と
共
に
、

親
子
二
代
が
培
っ
て
き
た
建
築
文
化
が
次
の
世
代

に
伝
わ
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

中庭に面した図書館の閲覧室

建物外観（手前が古文書館、奥が図書館本館）

金沢市立図書館　1978 年
共同作品に見る最初で最後の親子の競演

記憶の建築
松隈　洋
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INFORMATION については本会ホームページにも掲載されています。
本会ホームページの WEB 申込システムから簡単に申込みができます。【詳細は大阪府建築士会ホームページ】 http://www.aba-osakafu.or.jp/まで

第10回海外研修旅行
「メキシコのバラガンとレゴレッタ
そしてアステカの遺跡・カテドラル」
11/10〜17　CPD42単位（予定）

今回はメキシコシテイを中心に、主にバラガ
ンとレゴレッタの作品を視察し世界遺産の
プエブラの街並み、クエルナバカを訪ねまた
テオテイワカンの遺跡も巡ります。現地の
建築家との交流も予定しています。
とき　11月10日〜17日（6泊8日）
参加費　15名参加の場合395,000円（但し
　　　　燃油サーチャージ他は別途必要）
※航空機の予約の関係上9月10日までにお
　申込みをお願いします。

平成26年度大阪府住宅省エネル
ギー設計技術講習会および施工
技術講習会開催

（設計技術講習会）
木造戸建住宅を対象に、省エネルギー住宅の
設計計画及び設計性能を実現するための施工
技術の重要性について解説を行うとともに、省エ
ネ性能の評価方法として改正省エネ基準に基
づく省エネ計算方法の解説と演習を行います。
日程　9/11、9/25、10/9、10/23、11/6の
　　　いずれか1日
※9/11、9/25は既に定員に達しています。
時間　10：00〜17：00
会場　大阪府建築建保会館5階
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11

（施工技術講習会）
住宅の断熱設計から断熱施工までのポイン
トをテキスト・DVD・カットモデルを活
用し分かりやすく解説します。
日程　9/4、9/18、10/2、10/16、10/30、　
　　　11/13、11/20、11/27のいずれか1日
※9/4、9/18は既に定員に達しています。
時間　10：00〜17：00
会場　花博記念公園ハウジングガーデン
　　　センターハウス2階
　　　大阪市鶴見区焼野1丁目南2番
講習会費用（設計技術・施工技術共）
　1,000円（受講料）＋別途修了証発行手数料
　（修了証なしも選択可能）
主催・問合　大阪住宅センター

　　　　　 Tel.06-6253-0073
　　　　　 小角（こすみ）・寺尾・山田
※詳細はHP（http://www.shoene.org/）
　もしくは主催問合先へお問合せください。

第6回建築紛争フォーラム
−集合住宅・戸建住宅等の建築紛
争の現状と課題−

日本建築学会司法支援建築会議では、建築
紛争を巡る課題について司法会員、裁判官、
弁護士等で意見交換を行うとともに、学会大会
を機に全国の司法会員との交流の場を設ける
ために、学会大会関連行事として「建築紛争
フォーラム」を開催していますが、2014年度の
建築紛争フォーラムは、学会大会が9月12日
〜14日に神戸大学で開かれるにあたり、昨年
4月に設置された司法支援建築会議近畿支部
が企画したテーマ「集合住宅・住宅等の建築
紛争の現状と課題」を主題として開催します。
主催　日本建築学会司法支援建築会議
日時　9月14日（日）　13：30〜17：00
会場　兵庫県私学会館大ホール
　　　神戸市中央区北長狭通4-3-13
定員　200名
費用　無料
申込・問合　日本建築学会 
　　　　　　Tel.03-3456-2051

日本建築学会住まい・まちづくり支援建
築会議住まいづくり市民セミナー@神戸

「住まいと市民生活−神戸、大阪、京都の住情報セン
ターの活動を振り返り、その「これから」を語りあおう−」

関西では、住まいに関する相談と情報発信を担
うセンターが神戸市、大阪市、京都市に設置され
ています。本セミナーは、各センターで積み重ねら
れてきた住まいに関する相談や情報提供、学習
活動等の事業を振り返り、それらが果たしてきた
役割や意義を確認・共有するとともに、今後、セ
ンターに期待される役割や取り組んでもらいたい
事業を、住まい・まちづくりに関心をもつ市民、関
係団体、専門家らが一堂に会して議論します。
日時　9月15日（月・祝）　13：30〜16：30
会場　こうべまちづくり会館3階ホール
　　　神戸市中央区元町通4-2-14
定員　90名　参加費　無料
申込　FAXまたはE-mailにて「催し物名称、氏

名、勤務先・所属、電話番号」を明記の
うえ下記までご送付ください。

　　　建築会議事務局（川田）
　　　Fax.03-3456-2058　
　　　E-mail：kawata@aij.or.jp

「幻燈で見る大阪の戦争遺構2」ス
ライド上映会

歴史建築に比べ評価されにくい戦争遺構。
保存を求める声がある高架式の旧高射砲陣
地跡、旧第四師団司令部庁舎等、惜しまれ
ながら取り壊されたもの、保存され活用さ
れている戦争遺構を幻燈で見ながら戦争と
平和について考えます。
講師　柴田正己（戦争遺構研究会代表）
日時　9月20日（土）　11：00〜
会場　堺市立東図書館
問合　戦争遺構研究会
　　　Tel.090-4289-1492

面材耐力壁OSBのすすめ（大阪開催）
カナダ産OSBを使用した耐震性、耐用性、省エ
ネ化への提言

新たな大臣認定の構造性能や技術基準の解
説を中心に、OSB（0riented Strand Board）
について総合的に解説します。
主催　カナダ林産業審議会
　　　APAエンジニア―ド・ウッド協会
日時　10月21日（火）　13：00〜16：35
　　　（受付開始　12：30）
会場　マイドームおおさか第3会議室
　　　大阪市中央区本町橋2-5
定員　50名
受講料　無料
申込・問合　APAエンジニア―ド・ウッド協会 
　　　　　 Tel.03-5401-0537
http://www.OSBpanel.org

講習会「鋼構造制振設計指針」
（大阪開催）

制振鋼構造（鋼材ダンパーを設置した鋼構造
物）の普及を図り、制振構造技術の健全な発
展に資することを目的に講習会を開催します。
主催　日本建築学会構造委員会  鋼構造運
　　　営委員会
日時　11月28日（金）　11：00〜16：30
会場　大阪科学技術センター8階中ホール
　　　大阪市西区靭本町1-8-4
定員　200名
受講料　大阪士会会員13,000円（テキスト代含）
テキスト　鋼構造制振設計指針
詳細はHPをご覧ください。
http://www.aij.or.jp/
申込・問合　日本建築学会近畿支部 
　　　　　 Tel.06-6443-0538

大阪歴史博物館
特別展「村野藤吾 やわらかな建築とインテリア」

今年は、村野藤吾の没後30年にあたることか
ら、建築関係資料やインテリアを通して、その
業績を回顧する展覧会を開催します。
主催　大阪歴史博物館
特別協力　京都工芸繊維大学美術工芸資料 
　　　　　館、村野家、MURANO design
会期　9月3日（水）〜10月13日（月・祝）
休館日　火曜日（但し、9月23日（火・祝）は

　　　　開館、9月24日（水）は休館）
時間　9：30〜17：00（金曜日は20時まで、
　　　入館は閉館の30分前まで）
観覧料　特別展のみ 大人1,000円
　　　　常設展との共通券 大人1,500円
展示資料数　約200点
会場　大阪歴史博物館6階 特別展示室
　　　大阪市中央区大手前4-1-32
関連事業（抜粋）
（1）講演会「村野藤吾の建築」
日時　9月6日（土）13：30〜16：00
講師　笠原一人（京都工芸繊維大学助教）
　　　橋寺知子（関西大学准教授）
会場　大阪歴史博物館4階講堂
定員　250名（当日先着順）
参加費　300円（特別展の観覧券もしくは
　　　　　　　 半券提示の方は無料）

（2）座談会「村野藤吾と大阪の文化を語る
　　　　　−建築・アート・まちなみ−」 
日時　10月4日（土）　13：00〜16：00
参加者　石田潤一郎（京都工芸繊維大学教授）
　　　　中山　勉（株式会社近鉄ホテルシ
　　　　　　　　 ステムズ専務取締役）
　　　　橋爪節也（大阪大学総合学術博物館館長）
　　　　福原和則（大阪工業大学教授）
司会　酒井一光（大阪歴史博物館主任学芸員）
会場　大阪歴史博物館4階講堂
定員　250名（当日先着順）
参加費　500円

（3）講演会「次世代に伝えたい村野藤吾の可能性」
日時　10月11日（土）　13：30〜16：00
講師　木下直之（東京大学教授）
　　　松隈　洋（京都工芸繊維大学教授）
会場　大阪歴史博物館4階講堂
定員　250名（当日先着順）
参加費　300円（特別展の観覧券もしくは
　　　　　　　 半券提示の方は無料）

（4）学芸員による展示解説
日時　9/7、9/14、10/5、10/12
　　　14：00〜約60分間　
講師　酒井一光（大阪歴史博物館主任学芸員）
会場　大阪歴史博物館6階特別展示室
参加費　無料（ただし、ご入場には特別展観
　　　　　　 覧券が必要）
参加方法　当日、直接会場へお越しください。

問合　大阪歴史博物館
　　　大阪市中央区大手前4-1-32
　　　Tel.06-6946-5728
　　　http://www.mus-his.city.osaka.jp/

平成26年度 建築士定期講習
11/20、1/28　CPD各6単位

建築士事務所に所属の一級・二級・木造建
築士で、平成23年度に定期講習を受講され
た方が対象です。尚、平成23年度以前に建
築士試験に合格し本講習を未受講の方は、
平成26年度中に必ず受講してください。
■日時・会場
　11/20（木）　9：40〜17：30
　大阪国際交流センター、定員300名
　会場コード5C-52
　1/28（水）　9：40〜17：30
　大阪国際交流センター、定員300名
　会場コード5C-03
■申込締切日
　11/20（木）開催分：10/20（月）申込書必着
　1/28（水）開催分：12/19（金）申込書必着
　※大阪での申込受付は簡易書留での郵送
　　のみです。
　※定員に達し次第、受付を終了します。
■受講料　12,960円（消費税含）
■申込書配布・受付場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局

第3回国際映画会
「レイテ島台風の被害に見る住宅
地事情〜フィリピンと日本〜」
9/12　CPD3単位（予定）

映画監督であり NPO サルボンの代表であ
る今泉光司監督を招き監督自ら撮影したレ
イテ島台風の記録映画を見、監督のトーク
ショーを開催します。
日時　9月12日（金）
　　　受付17：30〜　開始18：00
会場　内田洋行ユビキタス協創広場CANVAS
　　　大阪市中央区和泉町2-2-2 谷四下車8分
会費　2,000円
トーク  今泉光司（映画監督）
ゲスト　梅津和時（サックス・クラリネット）
映画　「2013年11月8日レイテ島、
　　　 巨大台風ヨランダ上陸」
※純益は全てフィリピンの学校の子供達に 
　楽器を贈る支援に用いられます。
締切　9月4日（木）

㈱川島織物セルコン本社市原工場
見学会
9/18　CPD2単位

㈱川島織物セルコンでは織物の歴史を見て
いただける織物文化館を設けております。工
場見学では手作業での綴れ織の緞帳製作
や呉服帯の製作の作業風景、カーテンなど
の機械での織物工場を見学いただきます。
見学の最後に内井昭蔵設計の川島テキスタ
イルスクールも見学いただきます。
日時　9月18日（木）　13：45〜16：30
集合場所  13：45　叡山電鉄市原駅集合
見学場所　㈱川島織物セルコン本社・市原事業所
　　　　　京都市左京区静市市原町265
定員　40名（申込み先着順）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円

建築士法にもとづく建築技術講習会
あなたが行う監理のために（2）
9/25　CPD3単位（予定）

昨年度好評を博した監理（さらかん）特集で
す。昨年度の講義内容に新しい情報を加え
て、施工会社や設計事務所の監理担当者に
監理の要点をご講義いただきます。
日時　9月25日（木）　13：25〜16：25
会場　大阪府建築健保会館6階
内容　・鉄骨工事の工事監理
　　　・鉄筋コンクリート工事の工事監理
　　　・求められる工事監理
定員　150名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,500円、
　　　　一般5,500円（テキスト代含）

大阪府知事指定講習
「あべのハルカス」建築技術講習会
〜「あべのハルカス」から最先端の
建築技術を学ぶ〜
10/2　CPD3単位

あべのハルカスの計画・建設にあたり「超高層
コンパクトシティ」のコンセプト実現に向けた斬
新なアイデアやデザイン、最先端の新開発技
術、現場の工夫や苦労などについて、竹中工務
店の設計・構造・設備・施工の実務担当者をお
招きし、あべのハルカスの建築の全貌をわかり
やすく紹介します。また、希望者のみの展望台オ
プションツアーもございます。
日時　10月2日（木）　13：00〜16：50
　　　展望台オプションツアー　17：00〜
会場　あべのハルカス25階会議室
内容　・全体計画の紹介ビデオ上映
　　　・建築計画　・構造計画
　　　・設備計画　・施工計画
定員　300名（定員に達し次第締切）
受講料　本会・後援団体会員2,000円
　　　　会員外3,000円
　　　　学生1,000円（テキスト代含）
　　　　展望台オプションツアー　1,350円

建築士法にもとづく建築技術講習会
電力システム改革とスマートハウス
関連の最新技術
10/23　CPD3単位（予定）

平成27年から電気の小売および発電が全面
自由化され、新しいビジネスモデルに基づくス
マートコミュニティが生まれます。また、スマート
ハウス関連事業は今後約10年間で約2倍の
3兆5000億円に達すると言われています。本
講座においては、今後、我々の生活にとって大
きな変革となる「電力システム改革」とスマート
ハウス関連の最新技術を紹介します。
日時　10月23日（木）　13：25〜16：40
会場　大阪府建築健保会館6階
内容　・ここまで来ている次世代スマートハウスと
　　　　電力システム改革鉄骨工事の工事監理
　　　・次世代型高効率給湯器の最新情報：見
　　　　えてきた集合住宅への導入と新しい暮らし
定員　150名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,500円、
　　　　一般4,500円（テキスト代含）

本会における既存建築物耐震診断
等評価業務のご案内
〜平成26年1月より耐震評価業務を開始〜

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の専門家で
構成する「建築物耐震評価委員会」を組織し、
平成26年1月より建築物耐震評価業務を実施
しております。
公立学校施設や沿道建築物などの耐震不適
格建築物について、申込者が検討した建築物
の耐震診断及び耐震補強計画について、専門
的観点のもとに審査・審議を行い、妥当であると
認める申込案件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けますのでどうぞご活用
ください。
なお、本会は平成26年2月18日付けで、（一財）
日本建築防災協会の「既存建築物耐震診断・
改修等推進全国ネットワーク委員会に入会する
とともに、当委員会の耐震判定委員会に新規
登録しました。
http://www.kenchiku-bosai.or.jp/nw/

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築
　物も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。

大阪府知事指定講習
平成26年度既存木造住宅耐震診断・
改修講習会《限界耐力計算法講習会》
9/18・12/18　CPD6単位

既存木造建築物の限界耐力計算法による耐
震診断は、一般診断法が建物の強度を評価す
るのに対して、建物の強度だけでなく、減衰性
能も評価することができる診断法です。
したがって、変形能力が高い伝統講法の民家や
社寺建築の耐震性能を多角的に評価でき、一
般診断法では不可能な変形能力や減衰性能を
考慮した合理的な補強計画やダンパーを用い
た最新技術による制振補強も可能となります。
この機会に、限界耐力計算法の技術を修得さ
れ、今後の業務に活用されますようご案内いた
します。
日程　第1回目　9月18日（木）
　　　第2回目　12月18日（木）
時間　10：00〜16：30
会場　大阪府建築健保会館内
定員　各150名（定員になり次第締切）
受講料　主催・後援団体会員6,000円、
　　　　会員外8,000円
テキスト代　4,000円（大阪府木造住宅の限界

耐力計算による耐震診断・耐震改
修に関する簡易計算マニュアル）

大阪府知事指定講習
平成26年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《一般診断法講習会》
11/28・1/30　CPD5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村
の木造住宅耐震診断等の補助を受けるこ
とができる技術者として名簿に掲載します。

（本講習は、国土交通大臣登録講習ではあ
りません。耐震改修促進法により耐震診断
が義務付けられた建築物の耐震診断は、日
本建築防災協会が実施する登録講習を受
講修了する必要があります。）
日程　第1回目　11月28日（金）
　　　第2回目　平成27年1月30日（金）
時間　11：00〜16：30
会場　大阪府建築健保会館内
定員　各150名（定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円、会員外9,000円
テキスト代　7,200円（2012年改訂版木造住
　　　　　宅の耐震診断と補強方法）

一級建築士／設計製図 受験対策講習会
模擬テストⅠ・Ⅱ・Ⅲ　9/13、9/20、9/27

有能で意識の高い建築士の養成を目標に、実
務に直結した指導を行います。また、今年度よ
り模擬テストの通信講座を新設しました。通学
のお時間がとれない方はぜひご検討ください。
■模擬テスト（通学講座）
　日程　Ⅰ：9/13（土）、Ⅱ：9/20（土）
　　　　Ⅲ：9/27（土）
　時間　9：00〜18：30
　会場　大阪府建築健保会館
　定員　【各回】40名（申込先着順）
　受講料　【各回】建築士会会員14,000円、
　　　　　　　　一般18,000円
■模擬テスト（通信講座）
　ご自宅への課題到着予定日
　Ⅰ：9/13（土）、Ⅱ：9/20（土）、Ⅲ：9/27（土）
　定員　【各】20名（申込先着順）
　受講料　【各】建築士会会員12,000円、
　　　　　　　一般15,000円

建築士法にもとづく建築技術講習会
建築士業務の紛争・保険・処分事例
解説講習会
9/19　CPD3単位

建築紛争は多様化し、建築士への処分の運用
が年々厳格になりつつあることを踏まえ、紛争
事例や処分事例、建築士賠償責任保険（けん
ばい）の事故事例をもとに、建築の事故時に適
用される保険の適用事例について説明します。
ぜひ本講習会を受講され、トラブルのない適切
な業務環境構築の一助としてご活用ください。
日時　9月19日（金）　13：25〜16：25
会場　大阪府建築健保会館6階
内容　・建築士の責任と義務
　　　・建築士業務の紛争事例の解説
　　　・建築士業務の保険適用事例の解説
　　　・建築士処分事例の解説
テキスト　「建築士業務の紛争・保険・処分事例」
　　　　（㈱大成出版社発行 3,240円税込）
定員　100名（定員に達し次第締切）
受講料　本会・後援団体会員4,500円、
　　　　会員外6,500円（テキスト代含）

村野藤吾 やわらかな建築とインテリア／梅田吸気塔
大阪歴史博物館

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/

Others
その他のお知らせ

Administration
行政からのお知らせ

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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Gallery 建築作品紹介 JA 大阪市 本店 加美南支店

大阪市平野区に位置する JA（農業協同組合）の本店と支店である。
3 階建本館の 1 階 2 階は本店・支店の業務、3 階は役員執務、食堂等がある。
2 階建別館の 1 階は地産農作物を販売する直売所、倉庫、2 階には 300
名収容のホール、料理教室、多目的室がある。既存建屋の駐車場部分に
まず本館を新築し仮使用中に旧本店を撤去後に別館部を建築した。
内装は木目調で統一、収納は壁面と一体とした、本館の二面に渡る連装
窓別館は印象深い R 形屋根である。狭小の土地に本館と別館の 2 期に
渡る建築工事である。金融機関の本支店としての機能性と地域密着の便
宜性そしてデザイン性を高次元で実現した。　　　　　　　（大石隆洋）

所 在 地：大阪市平野区
用　　途：金融機関
　　　　　本支店
竣　　工：2014.06
構　　造：S 造 3 階
敷地面積：1,864.93㎡
建築面積：1,294.87㎡
延床面積：2,743.59㎡
写　　真：砂田政樹

設計：オリコム一級建築士事務所
施工：淺沼組、オリコム
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Gallery 建築作品紹介 大津の家 設計：井上久実設計室
施工：大輪建設

敷地は背中を京阪電鉄粟津駅に接し、道路を挟んだ対面には公営住宅が建ち並
び、間口40m×奥行10mの横長の長方形のカタチをしています。取り巻く環境を考え
た結果、周辺の環境から切り離された、小さいながらも敷地の中で完結する風景を
つくる事としました。
横長の敷地の間口を最大限に使い、建物と庭や路地などの余白を配置しました。
奥行の無さを逆手にとり、諸室が常に余白を介して外周部に接するように配置させ
る事で、周辺環境と生活空間の間に一定の距離を取る事が出来ました。開口部の
向きや位置、面格子などで視線を制御し外部の風景を取り込む事で、閉じ過ぎず、
かつ周辺環境の影響を抑えた、“家”としての穏やかな風景を得る事が出来ました。

所 在 地：滋賀県大津市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2014.05
構造規模：木造（SE 工法）
　　　　　2 階建て
敷地面積：470.48㎡
建築面積：243.33㎡
延床面積：307.05㎡
写　　真：冨田英次

株式会社 朋友  新社屋 設計：大西憲司設計工房
施工：西友建設

運送会社のオフィスとして、従業員やドライバーの人達に「自然や温も
りを感じられる快適な空間」をテーマに計画した。又、限られた予算の
中で、木造の集成材による在来工法を選択している。
敷地は幹線道路沿いに位置していた為、車の騒音を考え、建物を幹線道
路から奥に配置した。又、建物西面を、西日対策として、窓を設けず、
トップライトと地窓で、通風と採光を確保した。
どの部屋も中庭に向かって大きく開き、自然を感じることが出来、緑豊
かな潤いのある空間にする事で、従業員の交流が誘発され、明るく快適
に執務出来るオフィスになることを意図した。

所 在 地：大阪府堺市
用　　途：事務所
竣　　工：2014.07
構造規模：木造 2 階建て
敷地面積：2,118.67㎡
建築面積：171.14㎡
延床面積：267.01㎡
写　　真：福澤昭嘉



2014.09  建築人 10

ひ
ろ
ばH

IR
O

B
A

『
今
、
自
治
体
の
ア
ツ
イ
と
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！
』
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連
載　

第
一
回

今
号
よ
り
各
自
治
体
の
ホ
ッ
ト
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
．
私
の
「
夢
」

　

大
阪
府
入
庁
以
来
、
私
は
、﹁
大
阪
府
の
二
一
世

紀
総
合
計
画
︵
平
成
一
二
年
︶
や
﹁
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
・

大
阪
﹂︵
平
成
二
〇
年
︶、
そ
し
て
﹁
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
・
大
阪
﹂︵
平
成
二
四
年
︶
等
の
策
定
の
過
程

に
お
い
て
、
大
阪
の
あ
る
べ
き
姿
を
追
求
す
る
た

め
に
、
時
代
時
代
に
大
阪
が
抱
え
る
諸
課
題
に
つ
い

て
、
多
様
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
か
ら
議
論
を
し
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
ひ
と
え
に
、私
の
夢
で
あ
る﹁
大

阪
の
再
生
﹂
を
実
現
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

私
は
、
す
で
に
﹁
夢
︱
大
阪
の
再
生
を
め
ざ
し
て
﹂

と
い
う
著
書
を
四
冊
編
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
夢
の

具
体
化
・
実
現
化
の
た
め
に
、
こ
の
四
月
、
大
阪
府

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
長
に
就
任
し
、
あ
ら
た
め
て
こ

の
大
都
市
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
︵
こ
の
言
葉
に
は
、﹁
再

起
、
再
興
﹂
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。︶
を
め
ざ

そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
。
大
阪
は
経
済
・
産
業
・
雇
用
な
ど
様
々

な
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
常
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

意
識
し
て
新
た
な
挑
戦
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
、

日
本
国
内
で
も
、
そ
し
て
世
界
か
ら
も
取
り
残
さ
れ

て
し
ま
う
と
い
う
危
機
感
に
襲
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
、
さ
ら
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
等
に
よ
る
世
界
的
な
景
気
低
迷
と
い
っ
た
経
済
・

社
会
情
勢
の
変
化
を
経
て
、
こ
れ
ま
で
の
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
等
の
仕
組
み
を
グ
レ
ー
ト
・
リ
セ
ッ
ト
す
る

必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、
ま

さ
に
ジ
ェ
イ
ン
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
や
リ
チ
ャ
ー
ド
・

フ
ロ
リ
ダ
が
問
題
提
起
し
た
都
市
の
論
理
︵
そ
れ

は
あ
ま
り
に
北
米
型
に
先
鋭
化
し
て
い
た
が
︶
を
、

大
阪
と
い
う
極
め
て
特
徴
的
で
急
速
な
発
展
を
遂

げ
そ
れ
故
に
複
雑
化
し
た
多
様
で
多
数
の
課
題
を

抱
え
る
大
都
市
に
あ
て
は
め
た
形
で
、
変
化
し
躍
動

し
よ
う
と
す
る
大
都
市
・
大
阪
の
大
き
な
方
向
性
の

提
示
を
模
索
し
ま
し
た
。

二
．
巨
大
で
圧
倒
的
な
「
み
ど
り
」
空
間
の
創
造

　
﹁
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
・
大
阪
﹂
で
は
、
魅
力
あ

る
都
市
空
間
の
創
造
に
向
け
て
、＂
み
ど
り
の
風
を

感
じ
る
大
都
市
・
大
阪
＂
を
実
現
す
る
た
め
、
都
心

に
圧
倒
的
な
﹁
み
ど
り
﹂
を
創
出
す
る
こ
と
を
大
き

な
柱
に
し
ま
し
た
。

　

大
都
市
に
お
け
る
価
値
は
多
様
で
す
。
し
か
し
、

一
度
す
べ
て
の
思
い
込
み
の
価
値
観
か
ら
解
放
さ

れ
、
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
的
﹁
価
値
か
ら
の

自
由
﹂
を
得
て
、地
域
に
お
け
る
価
値
を
再
発
見
し
、

そ
れ
を
ス
ト
レ
ン
グ
ス
と
し
て
さ
ら
に
高
い
地
位

ま
で
高
め
る
こ
と
は
試
み
る
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

大
阪
に
は
、
美
し
い
街
並
み
や
利
便
性
の
高
い
イ

ン
フ
ラ
等
も
あ
り
ま
す
が
、
特
に
大
阪
都
心
部
に

お
い
て
は
、﹁
み
ど
り
﹂
の
創
出
が
重
要
で
す
。
人

が
住
み
、
働
き
、
学
び
、
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る

都
市
空
間
に
お
い
て
、
身
近
に
接
す
る
﹁
み
ど
り
﹂

が
あ
る
こ
と
は
、
様
々
な
面
で
人
間
を
は
じ
め
と
す

る
多
様
な
生
物
に
非
常
に
良
い
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

大
阪
は
世
界
の
先
進
国
に
お
け
る
大
都
市
の
中

で
も
み
ど
り
の
山
系
水
系
が
都
心
に
迫
っ
て
い
る

と
い
う
強
み
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
大
阪
都
心
部
に

お
い
て
は
、
七
割
弱
の
府
民
か
ら
﹁
み
ど
り
﹂
が
少

な
い
、
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
の
は
誠
に
残
念
な
こ

と
で
す
。

　

そ
こ
で
、
圧
倒
的
な
﹁
み
ど
り
﹂
を
創
出
す
る
象

徴
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
大
阪
都
心
部
を
南
北
に

貫
く
御
堂
筋
を
、
将
来
、
全
面
的
に
み
ど
り
化
す
る

こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
セ
ン
ト

ラ
ル
パ
ー
ク
や
ロ
ン
ド
ン
の
ハ
イ
ド
パ
ー
ク
に
匹

敵
す
る
都
心
の
み
ど
り
を
生
み
出
す
、﹁
御
堂
筋
の

全
面
み
ど
り
化
﹂
の
た
め
に
は
、
交
通
の
確
保
な
ど

様
々
な
課
題
が
指
摘
さ
れ
ま
す
が
、
今
や
御
堂
筋
の

交
通
量
は
約
四
〇
年
前
と
比
べ
る
と
六
割
程
度
で
、

ま
た
多
く
は
通
過
交
通
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、

世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
地
価
を
誇
る
土
地
を

排
気
ガ
ス
を
ま
き
散
ら
す
だ
け
の
車
に
通
行
さ
せ

る
価
値
は
本
当
に
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
提
起
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
、
グ
レ
ー
ト
・
リ
セ
ッ

ト
で
あ
り
、
価
値
自
由
に
よ
る
発
想
で
す
。

　

こ
れ
も
私
の
夢
で
す
が
、
実
現
す
れ
ば
、
魅
力
的

な
﹁
み
ど
り
﹂
あ
ふ
れ
る
都
市
空
間
と
な
り
、
府

民
は
も
ち
ろ
ん
大
阪
を
訪
れ
る
内
外
の
人
た
ち
に

と
っ
て
身
近
で
親
し
み
や
す
く
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
、
障
が
い
の
あ
る
方
、
妊
産
婦
な
ど
に
優

し
い
都
市
に
な
り
、
さ
ら
に
は
企
業
や
観
光
客
な

ど
国
内
外
か
ら
の
集
客
も
見
込
め
、
そ
れ
は
ま
た
、

定
住
人
口
の
増
加
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
さ
に
、

都
市
構
造
の
大
変
革
で
す
。

　

ま
た
、
大
阪
の
陸
の
玄
関
口
と
も
い
え
る
う
め

き
た
地
区
に
お
い
て
も
、
み
ど
り
化
を
進
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
大
阪
都
心
に
圧
倒
的
な﹁
み
ど
り
﹂

を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
斬
新
で
独
自
性
が
高
く
、

玄
関
口
に
相
応
し
い
世
界
に
＂
み
ど
り
の
風
を
感
じ

る
大
都
市
・
大
阪
＂
を
強
く
印
象
づ
け
る
﹁
大
阪
の

顔
﹂
と
な
る
都
市
空
間
の
創
出
を
め
ざ
し
た
い
と
の

思
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
み
を
通
じ
て
大
阪
都
心
部
に

象
徴
的
な
﹁
み
ど
り
﹂
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
が
、

ま
さ
に
新
し
い
地
域
価
値
の
創
造
で
あ
り
、﹁
大
阪

の
再
生
﹂
の
実
現
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

す
ぐ
に
成
果
を
出
す
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
三
〇
年
先
、
五
〇
年
先
の
大
阪
の
姿
を
見

据
え
て
、
一
歩
一
歩
確
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
五
〇
年
は
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。
一
年
に

一
％
進
め
れ
ば
五
〇
年
で
半
分
は
み
ど
り
に
な
る

わ
け
で
す
。＂
決
し
て
﹁
大
阪
に
み
ど
り
が
少
な
い
﹂

と
は
言
わ
せ
な
い
！
＂
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

大
阪
都
心
の
圧
倒
的
み
ど
り
化
に
取
り
組
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
み
ど
り
に
彩
ら
れ
た
大
阪
都
心
部
の
創

造
と
併
せ
て
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
︵
次
世
代
型
路
面
電
車
シ
ス

テ
ム
︶
で
大
阪
の
都
心
を
南
北
に
貫
く
こ
と
も
夢

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
現
在
の
阪
堺
線
を
天
王

寺
公
園
に
北
伸
し
、
天
王
寺
動
物
園
、
新
世
界
、
通

天
閣
あ
る
い
は
四
天
王
寺
な
ど
の
観
光
名
所
を
Ｌ

Ｒ
Ｔ
で
結
ぶ
こ
と
が
出
来
な
い
か
、
ま
た
、
御
堂
筋

の
全
面
み
ど
り
化
と
合
わ
せ
て
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
導
入
し
、

新
大
阪
駅
ま
で
到
達
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
、
と

い
っ
た
こ
と
を
議
論
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
近
、
阪
堺
電
車
で
は
、
天
王
寺
駅
前
ま
で
新
型

車
両
︵
低
床
式
車
両
Ｌ
Ｒ
Ｖ
︶
の
運
行
が
始
ま
り
ま

し
た
。
天
王
寺
以
北
に
つ
い
て
も
具
体
化
さ
れ
る
日

を
想
像
す
る
と
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃

で
す
。

三
．
時
代
の
大
転
換
期
を
迎
え
て

　

今
、
日
本
は
時
代
の
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
、
大
阪
市
内
を
中
心
に
タ
ワ
ー

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
相
次
ぎ
、
ま
た
日
本
一
の
高
さ

を
誇
る
ビ
ル
、
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
等
の
巨
大
商
業
施

設
や
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
タ
ワ
ー
の
よ
う
な
文
化
・

芸
術
・
食
と
い
っ
た
大
阪
ら
し
さ
を
集
め
た
大
型

集
客
拠
点
も
屹
立
す
る
な
ど
、
目
を
見
張
る
ほ
ど

の
新
た
な
経
済
・
社
会
環
境
の
変
化
の
中
で
、
私
は
、

大
阪
も
か
つ
て
の
グ
レ
ー
ト
・
リ
セ
ッ
ト
を
経
て
、

都
市
構
造
に
お
い
て
も
、
大
阪
の
再
生
に
向
け
て

新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
＂
グ
レ
ー
ト
・
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
︵
大
転
換
︶＂
の
時
期
に
差
し
掛
か
っ
て
き

た
の
で
は
、
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
の
大
転
換
の
中
で
、
今
ま
さ
に

﹁
大
阪
の
再
生
﹂
に
向
け
た
新
し
い
地
域
価
値
の
創

造
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
地
域
価
値
を
創

造
し
て
い
く
た
め
に
は
、
今
ま
で
の
価
値
観
か
ら
脱

却
し
、
市
町
村
な
ど
の
行
政
区
域
を
越
え
て
、
み
ど

り
、
交
通
、
居
住
、
防
災
、
観
光
な
ど
の
観
点
か
ら
、

府
域
全
体
の
都
市
空
間
の
あ
る
べ
き
姿
を
デ
ザ
イ

ン
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
、
今
か
ら
﹁
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
・
大
阪
都
市
圏
﹂

の
策
定
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
一
方
で
、
新
た
な
時
代
の
転
換
期
に
合
わ
せ

て
、
府
民
が
夢
と
希
望
を
持
ち
幸
せ
を
実
感
で
き

る
、
定
住
魅
力
あ
ふ
れ
る
大
都
市
・
大
阪
を
実
現
す

る
た
め
に
、
将
来
の
住
宅
政
策
の
方
向
性
を
示
す
、

﹁
大
阪
府
住
宅
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
﹂
を

改
定
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、﹁
安
心
し
て
住
ま
う
﹂﹁
選
択
が
可
能
で

活
力
あ
る
住
ま
い
を
実
現
す
る
﹂
こ
と
を
目
指
す
も

の
で
す
。

　
﹁
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
・
大
阪
﹂、﹁
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
・
大
阪
都
市
圏
﹂、
そ
し
て
﹁
大
阪
府
住
宅

ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
﹂
に
お
い
て
、
大
阪

が
な
す
べ
き
大
き
な
方
向
性
を
示
し
、
新
た
な
時
代

に
お
け
る
住
宅
政
策
や
建
築
行
政
の
推
進
、
ひ
い
て

は
活
力
・
魅
力
あ
る
都
市
空
間
の
創
造
に
取
り
組
む

こ
と
が
当
面
の
私
の
な
す
べ
き
こ
と
で
す
。

四
．
災
害
に
強
い
都
市
構
造
の
形
成

　

ハ
イ
デ
ガ
ー
が
﹁
住
ま
う
﹂
と
い
う
概
念
を
議
論

し
た
の
は
、半
世
紀
以
上
前
で
す
。
私
は
、﹁
住
ま
う
﹂

こ
と
の
重
要
性
は
人
に
と
っ
て
、﹁
幸
せ
﹂
を
実
感

大
都
市
・
大
阪
の
“
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
”
を

文　
　

堤　

勇
二

す
る
大
前
提
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

夢
と
希
望
を
持
っ
て
生
き
る
こ
と
、
そ
れ
が
﹁
幸

せ
﹂
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
住
ま
う

空
間
で
あ
る
﹁
家
﹂
が
あ
り
、
心
休
ま
る
﹁
家
族
や

親
し
い
友
人
﹂
が
い
て
、
そ
し
て
、
生
活
の
糧
を
得

る
た
め
の
﹁
仕
事
﹂
が
あ
る
こ
と
の
三
要
素
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
﹁
家
﹂
は
、
安
全
で
安
心
で
き
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

大
阪
と
い
う
大
都
市
に
お
い
て
も
、
府
民
が
安
全

な
環
境
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
ま
い
や
都
市
を

形
成
し
て
い
く
こ
と
は
、
基
盤
整
備
と
し
て
極
め

て
重
要
で
す
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
に
備
え
、

住
宅
・
建
築
物
等
の
耐
震
化
や
不
燃
化
等
に
取
り
組

み
、
災
害
に
強
い
都
市
・
大
阪
を
目
指
す
こ
と
は
重

点
政
策
に
す
べ
き
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
四
月
に
着
任
早
々
、﹁
密
集
市
街
地

対
策
推
進
﹂
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
地
震
時
等
に
著
し
く
危
険
な
密
集
市
街
地

や
、
耐
震
性
の
低
い
住
宅
・
建
築
物
が
多
く
残
さ
れ

て
い
た
ま
ま
で
は
、
真
の
﹁
大
阪
の
再
生
﹂
は
あ
り

得
ま
せ
ん
。
災
害
に
強
い
住
ま
い
と
都
市
の
形
成
を

図
る
こ
と
で
、﹁
府
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
﹂
と

い
う
行
政
最
大
の
使
命
を
し
っ
か
り
果
た
し
て
い

き
ま
す
。

五
．
お
わ
り
に

　

私
は
、
建
築
士
と
は
単
に
建
築
物
を
建
て
る
だ
け

で
な
く
、
空
間
構
成
を
創
る
職
業
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
建
築
人
と
は
、
ま
さ
に
都
市
そ
の
も
の

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
り
、
行
政
と
し
て
も
、
様
々
な

住
宅
政
策
や
建
築
行
政
の
推
進
を
通
じ
て
、
大
阪
の

都
市
空
間
の
創
造
を
最
大
の
テ
ー
マ
と
し
て
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
創
造
力
を
持
っ
て
デ
ザ
イ
ン

し
、
論
理
力
を
も
っ
て
シ
ス
テ
ム
化
し
、
実
現
す
る
、

そ
れ
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
今
年
は
特
に
、﹁
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
・
大
阪
都
市
圏
﹂
策
定
、﹁
大
阪
府
住

宅
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
﹂
改
定
、
密
集

市
街
地
対
策
推
進
と
い
う
三
つ
の
課
題
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
関
係
部
局
連
携
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
積
極
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
集
中
的
に
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
﹁
大
阪
の
再
生
﹂
の
実
現
の
た
め
に
は
、
行
政
だ

け
で
は
な
く
、
民
間
企
業
や
府
民
の
皆
さ
ん
、
そ
し

て
建
築
の
専
門
家
で
あ
る
建
築
士
の
方
々
の
ご
理

解
と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
時
代
の
大
転
換
期
を

迎
え
る
中
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
発
想
で
新
た
な
地
域

価
値
の
創
造
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

堤
　
勇
二

　
大
阪
府 

住
宅
ま
ち
づ
く
り
部
長

一
九
五
六
年
　
大
阪
市
生
ま
れ
。
関
西
大
学
法
学
部
卒
。

一
九
八
二
年
　
大
阪
府
入
庁
。

二
〇
一
四
年
　
四
月
か
ら
現
職
。
趣
味
は
街
あ
る
き
。

写真 1　阪堺電車新型車両

写真 2　あべのハルカス

写真 3　フェスティバルタワー
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な
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹂
を
立
ち
上
げ
、
地
域
の

高
齢
者
を
み
ん
な
で
支
え
合
う
民
学
産
官
に
よ

る
協
議
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
エ
イ
ン
ジ
ン
グ

イ
ン
プ
レ
イ
ス
：
地
域
住
民
の
共
助
に
よ
る
活

動
で
、
住
み
な
れ
た
環
境
で
い
つ
ま
で
も
住
み

続
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
取
り
組
み
で

す
が｢

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
﹂
に
活
用
出

来
る
よ
う
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

第
18
回

超高齢化社会における泉北ニュータウンの課題

西上　孔雄
NPO 法人すまいるセンター 代表理事、株式会社西上建設 代表取締役

これからの日本の社会が避けて通れない高齢化、空き家の増加、コミュニティなどの問題がニュータウン
でも顕在化してきています。関西を代表するニュータウンである、泉北ニュータウンがもつ構造的な問題
とその取り組みについて、NPO 法人すまいるセンターの西上孔雄さんにご紹介いただきました。

く
、
現
在
、
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ン
内
に
あ
る
サ

付
き
住
宅
は
、
例
外
的
な
土
地
︵
市
街
化
地

域
と
市
街
化
調
整
区
域
の
狭
間
に
残
っ
て
い

た
土
地
︶
に
一
棟
三
一
戸
が
あ
る
だ
け
で
す
、

こ
れ
は
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
高
齢
者
人
口

の
〇
．〇
七
％
分
し
か
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

一
方
、
隣
の
西
区
に
は
高
齢
者
人
口
に
対
し
て

一
．五
六
％
の
五
〇
五
戸
が
既
に
登
録
さ
れ
て

お
り
、
国
の
目
指
す
目
標
を
十
分
に
満
た
し
て

お
り
、
逆
に
過
剰
気
味
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
で
は
、
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
高
齢
者
が
在
宅
で
の
生
活
が
出
来
な
く
な

り
、サ
付
き
住
宅
に
移
住
し
た
い
と
思
っ
て
も
、

区
外
に
転
居
す
る
し
か
選
択
肢
が
無
く
、
区
外

に
転
出
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
若
年
層
の
転
出

に
加
え
、
高
齢
者
の
転
出
も
増
加
す
る
こ
と
に

な
り
益
々
人
口
が
減
少
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
超
高
齢
社
会
に
よ
り
在
宅
介
護
の
需

要
が
増
え
る
と
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
出
店
や
介

護
事
業
所
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
出
店
が
必

要
に
な
り
ま
す
が
、
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
に

は
、
こ
れ
ら
の
事
業
者
が
出
店
出
来
る
場
所
が

少
な
く
、
唯
一
出
店
出
来
る
場
所
が
近
隣
セ
ン

タ
ー
の
空
き
店
舗
し
か
な
く
、
そ
れ
以
外
で

は
、
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
内
の
空
き
家

を
改
修
し
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
お
こ
な
っ

て
い
る
事
業
所
も
あ
り
ま
す
が
、
近
隣
住
民
の

同
意
や
耐
震
基
準
の
問
題
等
で
、
ほ
と
ん
ど
出

店
出
来
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
よ
う

に
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
は
高
齢
者
に
関
わ
る

事
業
を
開
始
出
来
る
余
剰
地
が
全
く
な
く
、
超

高
齢
化
社
会
に
順
応
出
来
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

エ
イ
ン
ジ
ン
グ
イ
ン
プ
レ
イ
ス
・
福
祉
コ

ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
取
り
組
み

　

泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
と
七
〇
％
以
上
の
人
が
、
こ
こ
で
最
期

　

大
阪
府
南
部
に
位
置
す
る
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
は
、
昭
和
四
二
年
に
入
居
が
は
じ
ま
り
今
年

で
四
七
年
目
を
迎
え
ま
す
。
開
発
当
初
に
は
、

宅
地
募
集
の
応
募
に
申
し
込
み
が
殺
到
し
大
変

な
人
気
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
平
成

四
年
の
一
六
万
四
千
人
を
ピ
ー
ク
に
平
成
二
六

年
三
月
で
は
一
三
万
一
千
人
と
人
口
減
少
が
進

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
最
近
で
は
、少
子
高
齢
化
・

若
年
層
の
転
出
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
、
近
隣

セ
ン
タ
ー
の
機
能
低
下
、
空
き
家
問
題
な
ど
多

く
の
街
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

同
じ
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
で
も
住
区
に

よ
っ
て
異
な
る
課
題

　

駅
か
ら
近
い
住
区
と
駅
か
ら
遠
い
エ
リ
ア
で

は
、
同
じ
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
で
も
抱
え
る
課
題

が
異
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
駅
に
近
い
エ
リ

ア
で
は
大
阪
府
等
が
所
有
す
る
公
共
用
地
を

民
間
に
売
却
し
、
そ
こ
に
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

が
建
ち
、
若
い
世
代
が
多
く
入
居
し
て
い
る

の
で
、
高
齢
化
率
が
低
く
小
学
校
の
空
き
教

室
も
少
な
い
で
す
が
、
駅
か
ら
遠
い
エ
リ
ア

で
は
、
少
子
化
が
進
み
小
学
校
の
空
き
教
室

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
平
成
二
五
年

一
二
月
の
統
計
で
は
、
駅
に
近
い
高
齢
化
率

の
一
番
低
い
住
区
で
は
二
二
．三
％
に
対
し
て
、

駅
か
ら
遠
い
高
齢
化
率
の
一
番
高
い
住
区
で
は

三
七
．〇
％
︵
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
平
均
二
八
．

六
％
︶
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
問
題
に
つ
い
て
も
駅
か
ら
近
い
住
区

と
駅
か
ら
遠
い
エ
リ
ア
で
は
抱
え
る
課
題
が
異

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
平
成
二
三
年
の
資
料
に

よ
る
と
、
駅
に
近
い
空
き
家
が
一
番
少
な
い

府
営
住
宅
の
空
き
家
率
が
二
．五
％
、
駅
か
ら

遠
い
空
き
家
が
一
番
多
い
府
営
住
宅
が
二
四
．

〇
％
︵
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
平
均
一
二
．三
％
︶

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
で
も
、
高
齢
化

率
と
空
き
家
の
課
題
で
こ
れ
だ
け
違
う
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
駅
か
ら
近
い
住
区
で
は
高
齢

化
率
も
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
し
、
空
き
家
率
も

多
く
な
い
、
ま
た
近
隣
セ
ン
タ
ー
の
店
舗
が
無

く
て
も
、
駅
前
の
商
店
で
日
用
品
の
買
い
物
が

出
来
る
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
課
題
は
抱
え

て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
駅
か
ら
遠
い
住
区
で

は
、
少
子
高
齢
化
や
空
き
家
の
増
加
、
近
隣
セ

ン
タ
ー
の
衰
退
化
な
ど
に
よ
る
買
い
物
難
民
の

問
題
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

超
高
齢
化
社
会
に
順
応
出
来
な
い
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
課
題

　

高
齢
化
が
進
む
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
、

超
高
齢
化
社
会
に
対
応
出
来
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
開
発
当
時
に
全
て
の
エ
リ
ア
区
画
整

備
を
行
っ
た
為
に
、
時
代
の
流
れ
に
対
応
出
来

る
余
剰
地
が
全
く
な
い
こ
と
が
現
在
抱
え
る
一

番
大
き
な
課
題
で
す
。

　

高
齢
者
が
在
宅
で
介
護
が
必
要
に
な
り
、
在

宅
介
護
が
出
来
な
く
な
っ
た
場
合
に
、
高
齢
者

施
設
に
移
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
周
辺
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
も
老
人
保
健
施
設
も
既

に
入
居
待
ち
の
待
機
者
が
何
百
人
も
い
て
、
生

き
て
い
る
う
ち
に
入
居
出
来
る
か
ど
う
か
も

判
り
ま
せ
ん
。
在
宅
と
施
設
の
間
の
住
ま
い

と
し
て
国
の
指
針
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
住
宅
︵
以
降
は
＂
サ
付
き
住
宅
＂
と
表

記
︶
の
建
設
が
全
国
で
進
ん
で
い
ま
す
が
、
泉

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
に
は
サ
付
き
住
宅
を
建
て

る
余
剰
地
が
無
く
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
で
一
般

に
流
通
し
て
い
る
土
地
が
第
一
種
低
層
住
居
専

用
地
域
の
土
地
の
み
な
の
で
、
一
区
画
あ
た

り
の
土
地
面
積
も
限
ら
れ
高
さ
制
限
等
か
ら

も
、
こ
の
用
途
地
域
に
サ
付
き
住
宅
を
建
設
す

る
の
は
不
可
能
で
す
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
の
外
側
エ
リ
ア
は
市
街
化
調
整
区
域
で
あ

り
、
農
業
従
事
者
以
外
の
住
宅
は
建
設
出
来
な

ま
で
住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
て
、
既
に

四
〇
年
以
上
の
人
生
の
過
半
を
過
ご
し
て
き
た

団
塊
世
代
の
住
民
に
と
っ
て
生
ま
れ
故
郷
で
は

な
い
で
す
が
、
第
二
の
故
郷
と
し
て
、
こ
の
泉

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
終
の
住
処
と
思
っ
て
い
る

の
で
す
。

　

一
〇
年
後
に
は
高
齢
化
率
が
四
〇
％
を
超
え

る
と
も
予
測
さ
れ
て
い
る
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
、
地
域
の
介
護
施
設
の
入
居
待
ち
が
増
え
続

け
て
い
る
中
で
、
府
営
住
宅
等
の
公
的
賃
貸
住

宅
の
空
き
家
が
ど
ん
ど
ん
増
え
続
け
て
い
る
⋮

こ
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
関
係
を
な
ん
と
か
改
善

出
来
な
い
だ
ろ
う
か
？

　

そ
こ
で
、
駅
か
ら
一
番
遠
く
高
齢
化
率
も
一

番
高
い
、
第
一
期
に
開
発
さ
れ
た
住
区
内
で
、

地
元
自
治
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
近
隣
の
大
学
・
行

政
・
高
齢
者
に
関
わ
る
民
間
企
業
と
一
緒
に
、

三
つ
の
空
き
家
や
空
き
店
舗
を
活
用
し
た｢

泉

北
ほ
っ
と
け
な
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
新
近
隣
住
区

論
﹂
と
い
う
取
り
組
み
を
平
成
二
二
年
度
よ
り

開
始
し
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
府
営
の
空
き
家
を
改
修
し
て

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
機
能
を
持
た
せ
た
高
齢
者
支

援
住
宅
を
開
設
︵
高
齢
者
一
二
名
が
宿
泊
可

能
︶。
こ
の
住
居
は
、府
営
住
宅
の
一
部
屋
︵
二

Ｄ
Ｋ
四
五
㎡
タ
イ
プ
︶
に
二
人
ず
つ
入
居
出
来

る
よ
う
に
改
修
し
、
一
泊
か
ら
利
用
可
能
な
見

守
り
付
き
支
援
住
宅
と
し
て
開
設
し
て
い
ま

す
。︵
介
護
保
険
の
有
無
に
関
係
な
く
六
〇
歳

以
上
で
あ
れ
ば
入
居
可
能
で
す
︶。

　

二
つ
目
は
、
戸
建
て
の
空
き
家
を
改
修
し
、

高
齢
者
向
け
の
シ
ェ
ア
住
宅
を
開
設
︵
高
齢
者

四
名
が
入
居
可
能
︶、
築
四
〇
年
の
空
き
家
住

宅
を
寄
宿
舎
に
用
途
変
更
し
、
耐
震
改
修
も
お

こ
な
い
、
入
居
者
が
同
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
共

有
出
来
る
よ
う
に
庭
に
は
家
庭
菜
園
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
の
空
き
店
舗
を

活
用
し
て
高
齢
者
向
け
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
設
し
ま
し
た
。

校
区
福
祉
委
員
会
の
方
や
地
域
の
子
育
て
世
帯

の
方
が
単
身
の
高
齢
者
の
見
守
り
を
兼
ね
て
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
配
食
の
お
弁
当
を
届

け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
三
つ
の
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
生
か
し
た

福
祉
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
拠
点
を
中
心
に
、
地

域
の
様
々
な
団
体
が
集
ま
り｢

泉
北
ほ
っ
と
け

空き店舗を活用したコミュニティレストラン

団地内の空き住戸を改修した高齢者支援住宅（SENBOKU STYLE vol.01 より）
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■淡路瓦のお問い合わせ先
　淡路瓦工業組合
　兵庫県南あわじ市湊 134
　Tel.0799-38-0570　Fax.0799-37-2030
　　info@a-kawara.jp
　　http://www.a-kawara.jp/

『フルフラット』

近畿セラミックス株式会社
http://www.kincera.net/

取材：中間伸和／建築情報委員会委員

　400年の歴史を持つ淡路瓦は、「淡路瓦
イズム」を通し、これからの時代に社会が
必要とする瓦づくりに挑戦しようと考えて
います。今年も淡路瓦イズムを実践してい
る会社を紹介しています。
　今回は、シンプルでフルフラットなフォ
ルムの平板瓦「スーパーセラストレート」
と、中 に 溶 け 込 む 瓦 一 体 型 太 陽 電 池

「VISOLA」（by KANEKA）を組み合わせ
た瓦屋根を開発・販売している近畿セラ
ミックス株式会社です。
　この屋根の売れ行きはとても好調で、年
間200棟に迫り、西は鹿児島、北は青森ま
で施工されているとのこと。
　そして、この太陽光発電に関しては、販
売当初と現在では、購入を検討する方の考
え方が随分変わってきたそうです。
　「以前は太陽光発電といえばどれくらい
発電できるのか、施工費はどれくらいする
のか、というコスト面の話ばかりでした。
しかし最近では、どれくらい節電効果があ
るかにプラスして、意匠面に対するこだわ
りで採用される方が増えてきています」と
話すのは近畿セラミックスの中井一人営業
部長。

　環境に優しい住宅を考えるのは、これか
らの時代当たり前。それだけでなく、自分
の家を印象付ける「屋根」が太陽光発電を
主張しすぎるのではなく、周りの住宅に違
和感なく溶け込みながらも、シンプルな

「カッコよさ」も追及したい住まい手の要
望を満たす商品ということで、急速に採用
が増えているようです。

　また、今までシンプルさを追求する為の
研究開発をしてきたが、現在もその追求は
突き進めているとのことで、「フルフラッ
トをずっと追求していくと、切妻屋根は良
いのですが、寄棟屋根の棟の部分がとても
気になってきました。そこで、さらに開発

を進めて、その部分を継ぎ目のない一体型
に出来ないかと考えまして、出来上がった
のが一体型廻り隅瓦（写真）です。これを
使うと銅板一文字葺屋根のようなシンプル
な廻り隅になるだけでなく、防水性も格段
に上がります。」とのこと。
　これから、フルフラット瓦、太陽光発電、
一体型廻り隅等のユニット瓦を使って造る
このシンプルな屋根を「Ai システム」と
名付けて販売展開していく計画で、「A は
淡路瓦の A、i は innovation の i です。現
在研究開発を進めていて、来年春には発売
できる予定です」とのことです。
　今までの瓦の概念を超えたシステムです
ので、新たな発想、かつてない場所への使
い方も広がっていきます。
　まだ試作段階ですが、興味をもたれた方
はぜひ問い合わせをしてみてください。
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一体型廻り隅瓦

 

大
阪
ホ
ン
マ
も
ん
解
説

写
真　

田
籠
哲
也　

文　

牧
野
隆
義

　

難
波
よ
り
千
日
前
通
を
東
へ
向
か
う
と
、近
鉄
上

本
町
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
と
並
び
白
い
建
物
が
東
西
方

向
に
力
強
く
そ
び
え
立
つ
。同
ホ
テ
ル
は
昭
和
六
十
年

︵
一
九
八
五
年
︶に
上
本
町
駅
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
計
画

に
よ
り
隣
接
す
る﹁
都
ホ
テ
ル
大
阪
﹂︵
現
シ
ェ
ラ
ト
ン
都

ホ
テ
ル
大
阪
︶と
し
て
計
画
さ
れ
た
。設
計
は
村
野・森

建
築
事
務
所
で
規
模
は
地
下一階
、地
上
二
一
階
建
て
。

目
を
引
く
足
元
部
分
の
太
い
柱
型
は
、地
下
鉄
の
給
排

気
口
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
。建
物
の
間
口
は
広
い
が
縦

方
向
への
安
定
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
よ
り
、こ
の
界
隈
に
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
も
た
ら
し
て
い
る
。な
お
、完
成
す
る
前
年

に
村
野
氏
は
亡
く
な
ら
れ
て
お
り
、遺
作
と
も
言
え
る
。

　

村
野
氏
は
戦
前
か
ら
近
畿
日
本
鉄
道
と
関
わ
り

が
あ
り
、戦
後
は
更
に
発
展
し
て
い
っ
た
。特
に
上
本

町
界
隈
に
お
い
て
は
、同
ホ
テ
ル
や
上
本
町
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
。そ
し
て
近
鉄
本
社
屋
、近
鉄
会
館
な
ど
が
あ

り
、天
王
寺
界
隈
を
含
め
た
大
都
市
で
、村
野
氏
が

果
た
し
て
き
た
役
割
は
大
き
い
。

　

現
在
は
、阿
倍
野
ハル
カ
ス
な
ど
が
次
々
と
開
業
し
、

天
王
寺
界
隈
も
大
き
く
変
容
し
て
き
た
。今
後
も
、

建
築
が
持
つ
べ
き
社
会
的
意
義
を
考
え
て
い
き
た
い
。

建築人　９
　　　　　　　　　  　2014

監修　　公益社団法人大阪府建築士会

　　　　建築情報委員会

編集　　建築情報委員会『建築人』編集部

　　　　編集人代表　米井　寛

　　　　編集人　　　荒木公樹　　　飯田英二

　　　　　　　　　　筑波幸一郎　　中江　哲

　　　　　　　　　　橋本頼幸　　　牧野隆義

　　　　事務局　　　山本茂樹　　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社

建
築
相
談
～
建
築
相
談
室
の
業
務
～

　
　

 

三
つ
の
﹁
相
談
﹂
を
軸
に編

・
構
成　

橋
本
頼
幸

　

今
月
は
、建
築
相
談
室
の
三
つ
の﹁
相
談
﹂に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。

＜

相
談
そ
の
一＞

電
話
相
談

　
ご
案
内
の
通
り
こ
の
四
月
か
ら
建
築
相
談
室
は
電
話

相
談
を
、こ
れ
ま
で
の
週
三
回
か
ら
週
五
回︵
平
日
毎
日
︶

に
増
や
し
ま
し
た
。時
間
は
午
後
一
時
～
五
時
を
、午
後

一
時
～
四
時
の
一
時
間
減
っ
て
い
ま
す
が
、一
週
間
の
延
べ

時
間
で
は
、一
二
時
間
か
ら
一
五
時
間
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

建
築
相
談
室
の
主
た
る
柱
で
あ
り
、す
べ
て
の
相
談

の
窓
口
な
の
が
電
話
相
談
で
す
。電
話
相
談
に
は
建
築

士
会
の
相
談
員
が
配
置
さ
れ
、電
話
を
受
け
て
そ
の
場

で
の
相
談
や
面
接
相
談・現
地
相
談
へ
の
取
次
を
行
い

ま
す
。電
話
相
談
は
、電
話
を
か
け
て
き
た
か
ら
か
ら

の
話
を
聞
き
、多
少
の
や
り
と
り
の
上
、分
か
る
範
囲

で
そ
の
場
で
回
答
す
る
こ
と
が
主
な
内
容
で
す
。そ
の

場
で
の
や
り
と
り
を
基
本
と
し
、原
則
と
し
て
相
談
室

か
ら
か
け
直
し
た
り
、後
日
フ
ォ
ロ
ー
を
す
る
よ
う
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、電
話
相
談
だ
け
で
解
決
に

至
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
で
し
ょ
う
が
、相
談
者
に
何
ら
か

の
き
っ
か
け
や
今
後
の
選
択
肢
を
提
示
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、相
談
者
に
と
っ
て
電
話
相
談
の
意
味
が
あ
る

も
の
と
思
い
ま
す
。相
談
者
が
素
人
で
音
声
だ
け
の
や

り
と
り
な
の
で
十
分
な
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
が
で
き
ま
せ

ん
。そ
う
い
っ
た
相
談
者
の
た
め
に
、有
料
で
は
あ
り
ま

す
が
面
接
相
談
や
現
地
相
談
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

電
話
代
の
負
担
は
相
談
者
で
す
が
、電
話
相
談
は
無

料
で
す
。ち
な
み
に
、昨
年
度
実
績
で
五
四
二
件︵
週
三

回
体
制
︶の
電
話
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

＜

相
談
そ
の
二＞

面
接
相
談

　

面
接
相
談
は
、平
日︵
月
～
金
︶の
午
後
四
時
か
ら

五
時
の
間
で
、一
組
一
時
間
で
五
四
〇
〇
円
の
費
用
が

か
か
り
ま
す
。こ
の
費
用
は
全
て
事
務
局
の
事
務
経
費

に
当
て
ら
れ
ま
す
。電
話
だ
け
で
イ
メ
ー
ジ
が
共
有
で

き
な
い
相
談
に
対
し
て
、図
面
や
写
真
を
相
談
者
に
持

参
し
て
も
ら
い
、そ
の
図
面
な
ど
を
元
に
面
接
に
よ
っ
て

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。昨
年
度
実
績
で
二
一
件
の
面

接
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、火
曜
日
に
つ
い
て
は
住
宅
を
設
計
す
る
仲
間

た
ち
に
よ
る
新
築・
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
相
談
、木
曜
日

は
マ
ン
シ
ョ
ン
維
持
管
理
研
究
会
に
よ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

に
関
す
る
相
談
に
な
っ
て
い
ま
す
。

＜

相
談
そ
の
三＞

現
地
相
談

　

現
地
相
談
は
、電
話
相
談
で
受
け
付
け
て
、特
に
希

望
さ
れ
る
依
頼
者
か
ら
の
み
受
け
て
い
ま
す
。原
則
と

し
て
、①
本
格
的
な
調
査
は
し
な
い︵
調
査
内
容
は
相

談
員
個
人
に
任
さ
れ
て
い
る
が
あ
く
ま
で
も
現
地＂
相

談
＂の
業
務
内
で
行
い
ま
す
︶、②
書
面
を
作
成
し
な

い
、と
い
う
こ
と
を
依
頼
者
に
確
認
の
上
で
、相
談
員
の

担
当
が
割
り
振
ら
れ
ま
す
。原
則
と
し
て
複
数
人
で

対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。一
人
で
の
対
応
は
、

電
話
応
答
者
が
調
査
員
と
な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、複
数
人
対
応
の
場
合
の
一
人
に
な
れ
る
ル
ー
ル
に

な
っ
て
い
ま
す
。現
地
相
談
は
、半
日
で
三
三
〇
〇
〇

円
、一
日
で
五
五
〇
〇
〇
円
を
原
則
と
し
て
お
り
、遠

方
で
な
い
限
り
交
通
費
は
含
ん
で
い
ま
す
。そ
の
う
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
三
〇
〇
〇
円
、五
〇
〇
〇
円
が
事
務
局
経

費
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
地
で
確
認
し
な
い
と
わ
か
ら
な
い
相
談
に
つ
い
て
有

効
な
手
段
で
あ
り
、昨
年
度
実
績
は
二
九
件
で
し
た
。

自
分
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま
す

　

現
在
約
三
〇
名
の
相
談
員
が
お
ら
れ
ま
す
が
、相
談

員
に
な
ら
れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。初
心
者
の
方

で
も
、ベ
テ
ラ
ン
相
談
員
と
組
ん
で
電
話
や
面
接
、現

地
相
談
を
担
当
し
て
も
ら
い
ま
す
の
で
、経
験
が
な
く

て
も
構
い
ま
せ
ん
。自
分
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
は
お
気
軽
に
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

建
築
物
耐
震
評
価
業
務
の
ご
案
内

本
会
事
務
局

　

本
会
で
は
、「
建
築
物
耐
震
評
価
委
員
会
」

を
設
置
し
、
申
込
者
の
行
っ
た
耐
震
診
断
や

改
修
計
画
の
妥
当
性
を
判
定
す
る
評
価
業
務

を
行
っ
て
お
り
、︵
一
財
︶
日
本
建
築
防
災

協
会
の
「
全
国
耐
震
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
」

に
登
録
し
て
お
り
ま
す
。

　

建
築
物
耐
震
評
価
案
件
は
、
ぜ
ひ
本
会
に

お
申
込
下
さ
い
。

【
対
象
建
築
物
】

建
築
物
の
所
在
地
（
全
国
）、
公
共
・
民
間

の
別
、
規
模
、
構
造
種
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
本
会
会
員  

評
価
手
数
料
一
〇
％
割
引

安
価
な
評
価
手
数
料
の
設
定
を
し
て
お
り
、

本
会
会
員
は
、
一
〇
％
割
引
し
ま
す
。

※
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
審
査

可
能
な
限
り
短
期
間
で
評
価
書
を
発
行
で
き

る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

【
実
績
事
例
】

・
某
ホ
テ
ル 

一
〇
階
建  

不
整
形  

Ｓ
Ｒ
Ｃ
三
万
八
千
㎡

　

耐
震
診
断（
三
次
診
断
）・
改
修
計
画
評
価

⇩

・
申
込
か
ら
委
員
会
評
価
修
了
ま
で
約
六
〇
日
間

【
学
識
委
員
】︵
敬
称
略
︶

大
野
義
照
︵
大
阪
大
学
名
誉
教
授
︶

坂　

壽
二
︵
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
︶

倉
本　

洋
︵
大
阪
大
学
教
授
︶

土
井　

正
︵
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
准
教
授
︶

詳
細
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

【
問
合
・
申
込
】

公
益
社
団
法
人　

大
阪
府
建
築
士
会
事
務
局



■プロフィール
1978年　島根県生まれ
2001年　大阪市立大学卒業
2003年　京都府立大学大学院修了
2005年　HTAデザイン事務所
2010年　中山建築設計事務所設立

■建物データ
設　　計：中山建築設計事務所
施　　工：杢工舎
所 在 地：奈良県生駒郡
用　　途：住宅
竣　　工：2012年3月
構造規模：木造2階建
敷地面積：279.66㎡
建築面積：67.24㎡
延床面積：121.68㎡
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斑鳩の家　中山建築設計事務所　中山大介

　初めて敷地を訪れた時、隣で畑仕事をしている老夫婦の素朴な
佇まいをみて、人の生活と風景が自然に馴染んでいることを感じる
ことができ、その時間の流れを壊さぬよう素直な建築を成り立たせる
こと、生活に寄り添う住宅であることが重要だと思った。日差しを遮
ること、風雨を凌ぐこと、寒暑を和らげるといった建築の本質的な役
割をしっかり作りあげることを優先し、そしてこの里の風景を受け継
いでいけるような家を想像しながら設計を進めた。
　敷地の東側に7.8m角の正方形平面の躯体を方位に合わせて
配置し、軒の出が深い方形屋根を架け、過不足のないよう断面寸
法、屋根勾配を調整し、据わりの良い姿勢を心がけた。正方形平面
の中心に階段を配置し、居間や客間などを南側へ、家事動線を北
側へ廻した。居間の南側開口部は戸外との一体感が得られるよう
引き込み戸とし、雨戸、網戸、ガラス戸、障子を仕込んでいる。2階は
ざっくりとおおらかなプランになっており、寝室、便所以外は建具を
設けず常に隣の部屋との関係を保ちながら回遊できる。また窓から
軒裏が見える位置まで軒高を抑えることにより、大きな屋根に守ら
れて生活していることを感じることができる。
　瓦屋根、しっくい壁など既にこの土地に馴染みのある材料を選択
することで歴史ある風景の中でこの家がこの地に馴染んでいくこと
を期待した。またスケールやプロポーションに配慮しながら、住まい
手だけでなく誰もが自然だと思える建築のあり方を模索した。
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